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(百万円未満切捨て)

１．2024年１月期第３四半期の連結業績（2023年２月１日～2023年10月31日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2024年１月期第３四半期 4,260 17.0 484 △6.0 482 △7.7 306 △5.3

2023年１月期第３四半期 3,640 33.1 514 34.2 522 34.2 324 20.0
(注) 包括利益 2024年１月期第３四半期 302百万円( △9.3％) 2023年１月期第３四半期 333百万円( 22.9％)
　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2024年１月期第３四半期 8.13 8.06

2023年１月期第３四半期 8.47 8.29
　

　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2024年１月期第３四半期 4,065 3,316 81.4

2023年１月期 4,317 3,387 78.2
(参考) 自己資本 2024年１月期第３四半期 3,310百万円 2023年１月期 3,376百万円
　

　

　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2023年１月期 － 0.00 － 2.50 2.50

2024年１月期 － 0.00 －

2024年１月期(予想) 4.00 4.00
(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 有

詳細は、 本日開示しております「配当予想（増配及び創立40周年記念配当）に関するお知らせ」をご参照ください。
2024年１月期の期末配当には、 創立40周年記念配当１円が含まれております。

　　

３．2024年１月期の連結業績予想（2023年２月１日～2024年１月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 6,510 30.1 860 25.3 855 25.2 580 27.9 15.27
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無
　

　　



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

　 (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

新規 ―社、除外 ―社
　

　

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無
　

　

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
　

　

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2024年１月期３Ｑ 39,041,200株 2023年１月期 39,025,200株

② 期末自己株式数 2024年１月期３Ｑ 1,312,524株 2023年１月期 1,044,594株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2024年１月期３Ｑ 37,759,268株 2023年１月期３Ｑ 38,269,711株

　
　

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
本資料における予想値及び将来の見通しに関する記述・言明は、弊社が現在入手可能な情報による判断及び仮定に
基づいております。その判断や仮定に内在する不確実性及び事業運営や内外の状況変化により実際に生じる結果が
予測内容とは実質的に異なる可能性があり、弊社が将来予測に関するいかなる内容についてもその確実性を保証す
るものではありません。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間における世界経済は、新型コロナウイルス感染症が５類感染症に移行されたことに

より社会経済活動の正常化が本格化し、全体としては緩やかな回復基調が続いたものの、先行きについては、ウ

クライナ情勢の長期化と、世界的な金融引き締めが続く中、物価の上昇、為替や金融資本市場の変動などの影響

に注視を要する状況にあります。

当社グループはわが国の高齢社会の進展に伴うさまざまな社会課題の解決をミッションとして、情報やサービ

スを提供しています。長期にわたる高齢化の進展や、少子化・都市への人口集中など日本社会を取り巻く大きな

環境の変化は、家族関係の変化や単身世帯の増加などを生み出しており、そうしたことを背景にいわゆる「終

活」に対する関心は社会的に高まりを見せております。当社グループは、従前からのお墓・仏壇・葬儀といった

事業に加え、相続や不動産等のアセットマネジメント事業、介護事業、単身高齢者向け事業、全国の地方自治体

との取り組みである官民協働事業など新たなサービスを積極的に行うことで、わが国における「終活インフラ」

を目指しております。

当期においては、従前からの事業での大幅なオペレーションの改善を行い、新たな成長への足掛かりを得るこ

とができました。また、新たな事業であるアセットマネジメント事業そして介護事業においては、顧客視点での

マーケティング施策の実行によりユニットエコノミクスが成立し、力強く成長することができました。官民協働

事業においては、日本全国の400を超える地方自治体と提携関係を築き「おくやみハンドブック」「エンディン

グノー ト」等を協働刊行したほか、クラウドサービスの提供を行いました。また「お悔みコーナー」の受託な

ど死後手続きのワンストップ化（DX領域）に関しての提案を行うことで、市場拡大につとめました。一方、当期

は更なる成長を目的に大規模なシステム開発を実行しております。このため、当第３四半期会計期間の売上高

は、既存のWEBサイトの施策が限定的であったため一時的に想定を下回りました。

この結果、当第３四半期連結累計期間の業績は、売上高は4,260,049千円（前年同期比17.0%増）、営業利益

484,007千円（前年同期比6.0%減）、経常利益482,010千円（前年同期比7.7%減）、親会社株主に帰属する四半期

純利益は306,916千円（前年同期比5.3%減）となりました。

なお、当社グループは終活事業の単一セグメントであるため、セグメント別の業績の記載をしておりません。

（２）財政状態に関する説明

（流動資産）

当第３四半期連結会計期間末の流動資産は3,202,388千円（前連結会計年度末比413,453千円減）となりまし

た。主な要因としては、売掛金の増加115,892千円、前払費用の増加48,218千円、仮払金の増加221,730千円、現

金及び預金の減少793,837千円であります。

（固定資産）

当第３四半期連結会計期間末の固定資産は862,763千円（前連結会計年度末比160,905千円増）となりました。

主な要因は、ソフトウェア仮勘定の増加206,158千円、ソフトウエアの減少32,059千円の減少であります。

（流動負債）

当第３四半期連結会計期間末の流動負債は671,306千円（前連結会計年度末比183,983千円減）となりました。

主な要因は、未払金の増加81,262千円、未払法人税等の減少170,249千円及び未払消費税等の減少79,353千円で

あります。

（固定負債）

当第３四半期連結会計期間末の固定負債は76,868千円（前連結会計年度末比2,123千円増）となりました。主

な要因は長期借入金の減少5,310千円、退職給付に係る負債の増加7,433千円であります。

（純資産）

当第３四半期連結会計期間末の純資産は3,316,977千円（前連結会計年度末比70,687千円減）となりました。

主な要因は、利益剰余金の増加211,965千円、自己株式の増加279,324千円であり、自己資本比率は81.4％であり

ます。
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（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

通期の連結業績予測につきましては、現時点では2023年３月９日に公開した連結業績予想から変更はありませ

ん。今後、経済情勢等の変化により業績等に著しい変動が生じた場合には、速やかに開示いたします。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(2023年１月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2023年10月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,516,473 1,722,635

売掛金 798,750 914,642

製品 3,299 1,602

仕掛品 445 239

貯蔵品 165 163

前払費用 36,467 84,685

仮払金 267,428 489,159

その他 9,314 5,969

貸倒引当金 △16,502 △16,710

流動資産合計 3,615,842 3,202,388

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 192,374 184,844

構築物（純額） 2,514 2,420

工具、器具及び備品（純額） 46,087 46,657

船舶（純額） 3,075 2,222

その他（純額） 0 3,190

有形固定資産合計 244,051 239,335

無形固定資産

ソフトウエア 110,526 78,467

ソフトウエア仮勘定 9,952 216,110

のれん 81,900 65,147

その他 202 202

無形固定資産合計 202,581 359,928

投資その他の資産

投資有価証券 363 363

繰延税金資産 46,265 39,963

敷金及び保証金 177,035 159,317

その他 31,560 63,855

投資その他の資産合計 255,224 263,499

固定資産合計 701,857 862,763

資産合計 4,317,699 4,065,152
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2023年１月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2023年10月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 693 2,160

1年内返済予定の長期借入金 6,456 7,080

未払金 348,930 430,193

未払法人税等 236,875 66,626

未払消費税等 108,650 29,297

前受金 137,132 108,415

預り金 14,967 20,655

その他 1,584 6,878

流動負債合計 855,290 671,306

固定負債

長期借入金 47,984 42,674

退職給付に係る負債 25,507 32,940

長期前受金 1,254 1,254

固定負債合計 74,745 76,868

負債合計 930,035 748,174

純資産の部

株主資本

資本金 1,057,089 1,057,481

資本剰余金 1,017,089 1,017,481

利益剰余金 1,974,067 2,186,033

自己株式 △671,359 △950,684

株主資本合計 3,376,886 3,310,311

新株予約権 811 811

非支配株主持分 9,966 5,854

純資産合計 3,387,664 3,316,977

負債純資産合計 4,317,699 4,065,152
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2022年２月１日
　至 2022年10月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2023年２月１日
　至 2023年10月31日)

売上高 3,640,314 4,260,049

売上原価 1,508,078 1,726,990

売上総利益 2,132,235 2,533,059

販売費及び一般管理費 1,617,307 2,049,052

営業利益 514,928 484,007

営業外収益

受取利息 1,098 1,456

為替差益 6,916 4,009

その他 1,378 553

営業外収益合計 9,394 6,019

営業外費用

支払利息 1,086 1,059

支払手数料 - 6,956

その他 1,123 -

営業外費用合計 2,210 8,015

経常利益 522,112 482,010

特別利益

新株予約権戻入益 503 -

特別利益合計 503 -

特別損失

減損損失 16,977 -

固定資産除却損 34 -

特別損失合計 17,012 -

税金等調整前四半期純利益 505,603 482,010

法人税、住民税及び事業税 185,762 172,903

法人税等調整額 △13,884 6,302

法人税等合計 171,878 179,206

四半期純利益 333,725 302,804

非支配株主に帰属する四半期純利益又は非支配株主
に帰属する四半期純損失（△）

9,500 △4,111

親会社株主に帰属する四半期純利益 324,224 306,916
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2022年２月１日
　至 2022年10月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2023年２月１日
　至 2023年10月31日)

四半期純利益 333,725 302,804

四半期包括利益 333,725 302,804

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 324,224 306,916

非支配株主に係る四半期包括利益 9,500 △4,111
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　 該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

前第３四半期連結累計期間(自 2022年２月１日 至 2022年10月31日)

１. 配当金支払額

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

2022年４月22日
定時株主総会

普通株式 利益剰余金 77 2.00 2022年1月31日 2022年４月25日

２. 基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末

日後となるもの

該当事項はありません。

３．株主資本の金額の著しい変動

当社は、2022年１月13日開催の取締役会決議に基づき、自己株式800,000株の取得を行いました。この結果、

当第３四半期連結累計期間において自己株式が436,562千円増加し、当第３四半期連結会計期間末において自己

株式が436,761千円となっております。

当第３四半期連結累計期間(自 2023年２月１日 至 2023年10月31日)

１. 配当金支払額

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

2023年４月21日
定時株主総会

普通株式 利益剰余金 94 2.50 2023年1月31日 2023年４月24日

２. 基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末

日後となるもの

該当事項はありません。

３．株主資本の金額の著しい変動

当社は、2022年12月９日及び2023年10月12日開催の取締役会決議に基づき、自己株式511,400株の取得を行い

ました。このうち267,900株は当第３四半期連結累計期間に取得しております。この結果、単元未満株式の買取

も含め、当第３四半期連結累計期間において自己株式が279,324千円増加し、当第３四半期連結会計期間末にお

いて自己株式が950,684千円となっております。
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（追加情報）

(子会社の設立)

当社は、2023年10月12日開催の取締役会において、下記のとおり子会社の設立を決議し、2023年11月10日付で

設立致しました。

１． 子会社設立の目的

当社グループは、わが国の高齢社会の進展とともに年々拡大する高齢者やその家族の課題の解決に寄与するこ

とを企業ミッションとして、「葬儀」「お墓」「仏壇」「相続」「介護」「不動産」「単身高齢者向けサービ

ス」等々のメディア及びサービス事業を行っております。わが国社会における高齢化、少子化や都市化などを背

景として、家族関係が変わりゆく中で、こうしたいわゆる終活に関する需要に適切に対応していくことはこれか

らの社会において最も求められることであるものと当社グループは考えており、「終活インフラ」としての役割

を果たしていきたいと考えております。

そうした中で当社グループでは、高齢者やその家族のニーズに合わせた保険商品を提供するための子会社とし

て「株式会社鎌倉新書ライフパートナーズ」を設立し、総合保険代理店事業に新規に参入することといたしまし

た。生前における老後生活や相続対策、遺族の生活費など「お金」に関する幅広い課題解決と最適なソリューシ

ョンを提供してまいります。

２． 子会社の概要

（１）名称 株式会社鎌倉新書ライフパートナーズ

（２）所在地 東京都中央区京橋二丁目14番1号

（３）代表者の役職・氏名 代表取締役 戸松亮治 （当社従業員）

（４）事業内容 総合保険代理店事業

（５）資本金 25百万円 （資本準備金25百万円）

（６）設立年月日 2023年11月10日

（７）大株主及び持株比率 株式会社鎌倉新書 100%

（８）決算期 １月末

（セグメント情報等）

当社グループの事業セグメントは、終活事業のみの単一セグメントであるため、セグメント別の記載を省略し

ております。

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

　


